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な
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休
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す
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物
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の
令
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せ
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tLtC(-)mmttrL.kLIBmnI 13.00 16.49 1一.84 3.58 6.45 22.72 - 9.07

' ILFiCLtmm()一.CIこllGclTn 13.G(〕 29.89 - 10.02A 4,47 5.38 12.8217.30
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艮
-

1
致
せ
る

小
峯

山
櫛
允
等
淑
上
品
幻
と
S

関

係
に
就
て

(
筋

一報
)

二
川
七



an,.二六衣 投光TIL;紐仰Fl.,iに於ける衣i∫､繊維令紫の･洋三(歴封lB-)

小
薮
の
緑
王
等
敵
と
品
E
3
と
の
関
係
に
て
庇

(
爺

t
爾
)

二
川
八

+.i
:
/.

第

六

項

炭

水

化

物

淡
水
化
物
含
淡
は
'
前
述

の
如
-
全
1..乱
よ
-
悲
,白
紙

'
脂
肪
､
次
分
'
梅
郷
の
令

=叫
を
減
じ

た
る

百

分
率
な
れ
ば
'
朱
水
化
物
と
祁
す
る
も
の
1
中

に
は
'
糖
抑
'
粕ー
棺
'
澱
粉
を
今
村
す

る
は
勿
論

､
ゴ

ム
印

.
称
･sr
物
'
酸
卸

苦
味
門
物
'
色
素
を
も
今
村
す
る
も

の
た

-

O
然
れ

共
澱
粉
が
そ
の
大
部
分

(
九
割
稚
度
)
を
L..㌧
む
る
は
勿
論
な
-
Q

(
こ

異
‖州
排
榊

に
於
け
る
究
水
化
物
含
:;.ll

胡二七衣

淡水化物合一;).lIu)とL.TI級別比較指数

淡
水
化
物

の=州
挿
別
令
帖
は
'
八

〇
%
内
外
に
て
略

一
出
せ
-
.

ii
F.叫
は
(
P
)姉
妹
踊
三
帥叶
の
八
川
･二

九
三
%
'
1-上
位
は
(B
)出
林
iハ
批
二
で
の
七
六
･〇

川
六
%
な
=1
0

(

二

)
同

㌃
桝
純
内
に
於
け

る
堤
水
化
物
含
瀕

ので

級
別
比
樺
指
数

同

1
5
州
耶
内
に
於
け
る
淡
水
化
物
含
熊

の
竹
T
細
別

比
較
指
数
は
'
節
二
七
滋

の
如
し
.



即
ち

∵

二
幣
胤
に
大
業
な
し
｡

三
'
川
6
.7
の
毅
水
化
物
今
立
は
披
少
す
O
佃
純
朴
小
な
る
甘

毅
丁
位
相
'
ベ

ン
ト
ザ

ン
の
如
き
紬
酢
性
物
代
を
多
-
今
村

す
べき
を
以
て
'
淡
水
化
物
よ
-
こ

れ
竿
の
成
分
を
減
じ
た
る
純
搬
粉
野
合
北
娃
'
上
代

特

赦
に
比
し
一
婦

少
LI.な
ら
む
｡

(

≡
)

検
禿
甘
綾
封
淡
水
化
物
令
北

の
仙
脚
々

係

楊
水
甘
勅
封
淡
水
化
物
の
祁
㈱
i
,

係

(N
-
80
)
は
'
利
槻
係
数

γ
=
十
0･{270
什
0
･

C雪
に
し

て
'
止
の
粕
臓
を
訟
む
る
も
､
弊
紙
淀
娃
微
舶
な
-
C

(
a
:
)

検

祁
S+t穀
糊
帖
に
於
け
る
･I,<<
水
化
物
令
宜
の
菜

緑
作
竹
汁
級
㈲
附
に
駅
け
る
衣
水
化
物
令
丸
の
お
は
､
那
二
人
に
人
山

如
し
.

三
'
川
f･7
川
の
災
水
化
的
令
≠

の
黙
椛
L
Jな
る
も
t

J<
耶

t

ti･.
細
㈲
暇
の
榊
に
i<
黙
な
-
約
1

R

な
り
.

又

一
等
の
淡
水

付
物

合

=叫
が

'
二
g7
に
比
し
少
き
も

の仰
試
数
の
中
敷
以
上
を
古
む
る
も

i.7約
m

舶

ル

低

下

す

る
に
捉
ひ
て
'

独
和
f

'.7
観
と
炭
水
化
物
相
似
の
逆

相

せ

る
も
の
漸
次
減
少

し

て､
上
位
竹
紬
群
炭
水
化
物

の
合
珊
i(
な
-
0

第

七

tS
(

炭
水
化
物
だ
寅

白
質
の
比

F
Ht
6C

コ
r
e
n
ch
ley
牧

H
a
t
L

代
に
伏
れ
ば
､
中
背

の
生
け
過
程

と

減
船
引

出

∩
.ir
の比
L
㌫

;*
係

娃
'
生
育

の
.刊
桝
に
於
て
'
禿
日
用

の
帯
机
穴
な
れ
ば
'
淑
粉

の彬
戒
之
に
及
ぼ
す
し
て
､

榊
ヤ
ィ.

小
器
の
線
虫
等
紋
と
品
門
と
の

間

伐
に
成

て

(
節

i
剛
)

勘二八択 桧祁人.I.'綾附押掛L於ける炭水化物令丑の差 (軽野3位)

町 鞭f1m陥 ]-[左 彩 応 少 小 Yl.J n!i倣上位等般y)班水化物r)含tl1が~1,'仕等鎚より小なる:鮎敬 同上野分

-琴一二等 J, ′′ 7g 13 和2'.462 C'.035 i.081 20 6.5

二等一三等 3.042 0.り77 1.050 15 7 4.7

I--:.守一inR_二帝 2.584 0.253 1.267 17 5 2.9



小
器
･T
薩
熊
野
細
と
品
E
l
と
r
開
陳
に
純
て

(
切

～
尉
)

の

比

は

小

'
小
煩
に
於
て
は
､

怒
自
炊

の
讃
梢
減
少
し
て
'
比
は
柵
if
す
る
も
'
成
熟

:S
に
及
び.I.ノ
ー7

て
器
白
.iC
蛙
柵
加
し
､
澱
粉
の
51吊
純
舵
少
す
る
円
､

伸
び
両
井

の
比
は
小
に

な
]Q
と
云

ふ
.
叉
(

B
aum
e
ister

氏
に
伐
JL
は
､

笥
素
肥
料
の
仇
蛤
を
相
せ
ば
'
粍

内
山

哉
n
印

の

形
成
=加
は
相
加

L
t
搬
掛
封
JG.'日
印
比
は
'
進
減
す
る
主

1H/
ふ
o
斐
す
る
に
澱
粉
の
形
成
適
確
は
､

桁
肥
に
係
ら

ず
'
大
悦

1
起
せ
る
も
､
式
日
門

の
形
成
速
度
は
然
ら
す
し
て
'

大
い
に
環
境
に
文

胤せ
ら
れ
'

末
代
噂
紘
'
柿
小
松
に
比
し
､
鞘
･3
度
L/
な
れ
ば
'
澱
粉
封
式
∩
餌
の
比
は
､

却
て
小
な
る
も
の

1
如
し
O
本
項

の
淡
水
化
物
.は
前
述
の
か
-
､
澱
粉
Lj
1
.列
の
物
門
を
多
少
に
令
婿
し
､

之
を
凡

て
搬
粉
と
比
倣
し
て
棚
者
の
比
を
打
目
す
る
は
'
多
少
の
触
…塵
を
作
ふ
も
'
粕

の
肥
肺
の
擢
庇
を

鴇
知
し
得
る
な
ら
ん
か
と
瓜
糾
せ
る
な
-
Q

(

こ

舛
n川
和
伽
に

於
け
る
衆
水
化
物
勘
鑑
日
印

の
比

淡
水
化
物

封

盛

･日
脚L-
の
比

は
'
∩
州
相

冊

に
於

て

f〇
･〇
乃
寅
五
･五
'
即
ち
_叫
･五
の
聞
き
あ
-
o

(

二)

同

i
=州
郡
内
に
於
け
る
炭
水
化
物
勤
ま
山

賀
比
の
符
級
別
此
粍
指
数

瀦
水
化
物
引
数
自
rf=
比
の
等
細
別
比
較
指
敏
は

節二九衣 淡水化物封蟹白㌣F比

の4.1;.'細別比較指数

卯三〇女 桧爺4.I.-放n川掛こ於ける淡水化物封萄l勺符比の器(絶封他)



郡
二
九
よ

の如
し
Q

蜘
ち
竹十故
下
旺
な
る
梓
'
炭
火
化
物
封
並
日
代
の
比
は
々

な
･り
傾
向
を
認
む
.

(

≡

)

蛤
補
等
穀
引
炭
水
化
物
＼
鑑
n
明
の
州
胤
々
快

投

祁

竹

細
別
淡
水
化
物

狂
い
胃
の
拙
抑
々

係

(
N
-
.50
)
は
'
仰
脚
旅
敬

T
-
十
0
･t2

2

0什
つ
･O
T
l
に
し
て
､
微
弱
な
る
爪
の
州
側
に
し

て
前
切

と
基

の
趣
を
邦
に
せ
り
｡

(
糊
)

柏
祁
flt･如
仰
恥
に
iL'け
る
束
水
化
物
封
頚
日
代
止
の
誰

桧
離
竹JT級
仙
帖
に
放
け
る
…平
八
化
物
割
出
H
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比
の

+
+I.:は
'

如
三

CJ火
の
如
し
｡

.;-j
ち
'
-

.'
川

5
17
榊

ピ

旅
呈

,

k
t
上
竹
Y
袖
山
槌
水
化
物
.1

炎
･;
門
の
比
か
､
:i
旭
呼

把
に
止
し
小
な
る
も
山
､
州
輔

粘
批
山
地

年
収
を

古
め

'
伽
ち
=
毎
で

級
の

L
/

部
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､
ド
忙
p
紙
に
化
し

､

;
村

山

化

的

舅

が
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山
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小
な

れ
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'呼
経
机
比
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指
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示
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≠

'-.t
と
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く
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令
せ
り
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製
粉
等
級
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･
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小
輩
の
拓
丑
等
級
と
品

glと
の
胤
係
に
庇
で

(
恥

叩
軸
)

〓
T-Ti
二

数
粉
竹7線
封
･炭
水
化
物

紫
n
研

7.

汁
+

0
12

6(.)
什
〇
･0
7

0

即
ち
用

言
…
和
.<;
忙
G
'け
る
a
J粉
乎
紐
到
諦
化
畔
的
性
竹

の
朴
棚
は
'
秘
め
て
微
朗
に
し
て

肌に
薫

れ

の方
向
を
誰
む
る
に
過
ぎ
ず

｡

叉
松
前
呼
級
別
化
費
的
性
竹
の
朴
楓
の
場
令
と
比
較
す
る
に
'
榔
脚
係
数

の
符
I%
と
共
に
せ
る
も
の
あ
る
を
認
め
た
-
.

(
粥
f崇
=
嘉

川

切
所
収
冬
作
)

第

九

章

検
査
等
級

亡
ト
ロ
〓
ツ
ケ
評
価
Ju
の
関
係

)

ノヽ
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9
0
0
1

h

ro
linke
氏
に
依
れ
ば
･
小
繁

仙
川l
S松
準
扶
･虹
に
･
ト
ロ
.･t
ツ
ケ
詐
情

(
T
h
ron
ick
k
esche
W
er-
Nlhl)
を
以
て
判
併
せ
は
,

出
粉
爪
帖
及
び
‖…
符
帆
仇
を
同
時
に
決
定
し
得
る
と
云
ふ
o
如
ち
製
粉
業
新
は
'
布
ら
劉
粉
少
食

a
lT‥川
き
を
抄
.i:む
が
故
に
､
之
が
規
岬
と
し

て
群
机
爪
(
H
ektoliter
g
ew
ich
t)
の
犬
な
る
小
妙
を
婆
B
.<す
る
も
'

…小に春
秋
爪

の
み
に
て
は
水
分
食
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ち
乾
純
度
及
び
パ
ン
件
で
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｡州
印
机
仙
1･J撫
税
す
る
珊
あ
-
｡
品
飢
仇
仙
JJ
は
帥
ち
秋
作
の
L
=
L.
苑

党
爺
n
LLn
含
水

の多
少
に
関
る
も
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な
れ
ば
前
P
:
三
部
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併
合
し
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fllf-r..kg
･h
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J/)L
C/O
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Li
一'(.P(QA
)
-
T
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-
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(
T
h
ronick
k
esche
W

e

rtzah
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休
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､
判
定
す
る
を
山
て
最
良
方
淡
な
-
と
し
'
多
-
の
挫
騒
成
結
堅
不
し
て
､
そ
の
場
今
仇
を
立
許
せ
し
た
-
o

而
し
て
ト
ロ
ニ
ッ
ケ
詐
肌
を
'
櫨
ち
に
本
邦
産
小
藩
に
旭
川
す
る
の
可
否
に
放
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は
･S
T臆
を
製
す
れ
共
､
本
件
験
に
油
川
せ
る
結
北
は
､

第
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衣
の
如
L
C

弟

三
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衣
に
依
れ
ば
'
検
祁
等
級
と
ト
ロ
ニ
ツ
ケ
評
肌
と
の
糊
に
は
､
次
の
如
き
舵
は
な
る
州
槻
什
を
溜
め
た
る
な
り
C

(
ニ

ト
P
ニ
ツ
ケ
許
爪
の
等
級
別
比
較
指
数



那_I-_-dli 小 沓 o') ト ロ ニ ッ '/ 評 fl.:i

小
野
の

掠

虎
等
出
土
品
門

と
の

牌
係
に
‥榔
て

(
捕

i
榊
)

(I) 和 子 (7品軒311li)

lt.;.輔 名 寄 舶 鯛 叩 水 分 武夏日 競 ツkg/h1 % 摺 倣 斥 杜

i 一 群 (80.60ノーり2.15)+(12.26)=80.71 100ー0 1

･1')'rfJl前後オ レ-jソ 一二 守 (80.401､-(12.1B)+(12.cX3)-80.rL8 99.5 2
I_ 秤 (78.eO)-し12,10)+(13.CO)-80.10 99.2 3

州 印 し76.60)-(12.08)+し10.85)-75.37 93.4 4

E=} 林 3 戟 一 等 (80.00)-(14.15:トト(1l.62〕-77.47 1CK).0 1
I-_ 野 し79.65ト し14.15)+(ll..60)-77.10 99.5 2

三 甲 (79,33)-(14.30)十し11.55)-76.58 98.9 4

llq 等 (78.rd)-(14.40)十1-12.97)-76.80 99.1 3

l一一g;i (81.09)-i_.12.80)+(13.16)-81.44 1(X).0 3

--_Tt (81.C6)-(12.80)十(14.79)-83.04 1〔招.0 1

(Ii)ぶこき林 6笥た= !'Tf (81.54)-(.12.851)+(13.87)-82.56 101.q 2

州 印 (76.8l)-.12.65)+(13.51〕-77.70 95.4 4

(C)L2排 6-ira - 叩 (80.50)-(13.251+(ll.q7)-J/8.7'2 1∝).0 2

ーこてや･-t̂:T;川 野 し79.90- 12.90)+(9.98)-76.98し80.68)-12.90)+(12.56)=SO.34し77.33:.-(.12.65)十り3.33)-78.01 97.8lo乞.199.1 4ー3

,A-( 銅 不 知 -. 守 (81.35ト LIL7.00一十.ll.63〕-78.98 1∝).q 1
二 等 (79.70)-(13.95)十L11.35)-77.10 97.6 3

=_ fP (78.50)-(13.8L))十(13,58〕-78.23 99.1 2

FlLl 叩 (77.41)-03.55)+(12.1r/.)-76.03 96.3 4

JH JiZ Ll --呼(81.05ト し12.80}十(12.92)-81.17 1CO.0 ー-ー'l甲. (80.95〕-(13.24〕+し11.28_-)-78.99 97.3 2
し-1顎) I⊆一



小
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晶 析 も 1恒 ifgS,7if 水,Q,- 易蟻 晶 ツ 指 轟 紬

r- 守 (■80.55)一一13.07)+(_10.94)-72.42 100.0 1

一一一 T J･1づ■ (77.e6)-(L3.47)+(19,96)-75.35 96.1 2
(I:)甥 ､27l'

し三軍) -- -

州 で(72.38.1-(12.72)十(10.97)-70.63 90.1 4
--笥(8?.u〕-ぐ,ll..00)+〔12.28-)-83.39 100.0 1

,I)新 巾 畏 ~L- 等巨 82.507-｡1.∽州 9.9g:'-81.46 97.7 24=∵ It: し80.45)110.86:,,+(9.951-r79.別 95.4

'7Li当F:79.Pt2'111.35汁 ｡11.19)-79.66 95.5 3

三 野 (80.60)-(ll.63)+(ll.94)-乱71 34
(J〕新 巾 艮

lnI 等 (76.60)-(13.15)十(10.51)-73.%

一 等 〔8L.35ー-(12,05)+(ll.73)-81.03 100.099.6 I2

帽 肘 坊 主 -..TL= Jlr_- .r (81.75〕-.12.35)+(ll.33)-80.73

(二80.80)-(⊥且35)+(12.02)-80.47 99.396.9 34川 L.T (77.41)-u1.95)+(13.08)-78.54

(一軍 ) - -

= S I(81.17)-(13.07)+(10.89)-78.99 2

m Rl = 三相(80.72)-′ー12.52:;+(10.58)-78.78 3

r叫 等 t(78.80ト (12.60〕+(二12一30)-78.50 4

- 顎 (80.64)-(11A5)+(9.44)-78.63 100.0 ー

(p)も三割と 柿 =._ 顎 (78.15)-(ll.90)十(tO.56)-76.81 97,7 2

≠≡ 符 〔75.70)-し12.48)十(9.66)-72.88 92.7 3
-一撃 (82.60)-(ll.65)十(ll,94)-82.89 100.0 2

小
輩

山
掠
蛸
等
掛
と
品

門
と
の
相
伴
に
庇
..J
(
1･.i
W
耶
)



小
器
の
倫
丑
等
願
と
品
汽
と
の
的
係
に
総
て

(第
7
殿
)

二
.<
六ト

ロ
ニ
ツ
ケ
許
伯

の
甘
級

別
比
較
指
敏
は
'
節
ニ
〟二

火
の
帥
L
o

右
虫
に
伐
れ
ば
､
竹

の
上
位
和
､
ト
ロ
ニ
ツ
ケ

評
情
は
尚
-
､
下
位
梓
低

き
を
示
す
も
の
な
-
｡

(
二
)

稔
L
t
:

等
級
封

ト
ロ

ニ
ツ
ケ
許
机
の
棚
槻
々

係翰
非
≠
放
射
･L
P
ニ
ツ

ケ
許
爪
の
刺
胞

々
係

(
N

-
80
)
は
'
州
捌
係
累

T=
+

0.,512j;
0
,つ
9

6
に

し
て
､
利
嵩
高
き
jE
の
相

似
な
れ
ば
'
検
祁
$7
激
の



上
位

雛

､

･L
p
三
ツ
ケ
許
岬
は
･;.･川
-
､
解
っ
て
〓

州机

の
止
.,<k
な
る
を
示

す
も
の
な
-
｡

第

-0
章

考

察

以
上
の
Lij
戯
叙
Ei
に
徴
し
､
稔

布

等

級

と
小
孝
の
‖
州
印
と
の
甜
係
に
就
き
て
､
程
合
的
考
炎
を

棲蓋等敏別比較指敬一 可 二 等J言 海 lr,q 甲lJli 項 惹襲撃 冨漂

100,0 105.7 92.2 98.8 水 分 y P.E.+0.274土0.070

1(氾.0 99.2 97.6 95.8 (jifbrfr +0.849土0.021

100.094.0 86.4 82.1 千柑屯 +0.919±0.012

加
へ
む
｡農

1
項

槍
頚
等

放
射
物
理
的
性
質

両

･t.
の
州
旅
を
､
1
柵
垂

小
甘
は
､
i
;山
如
し
｡

(

二

相

f
=豆

穀

と

水
分
(
;
牧
と
の
棚
係
は
1
･_.<
せ
ざ
る

Lm三二虫

TL･tT王ツケ抑悦の′L!I='級別比較指数

･# & 鮎 敬 一等のトp二ツケ肝脚を100とする絹地の甲均
確 20 100.0

守 20 98.4

寄 14 96.2

州 噂 15 94.3

の
み
な
ら
ず

t
i
rt

細
ド
位

に
し
て
却
て
水
分
介
髄
の
少
を

仙

川

あ
-

｡

黙
れ
炎

椅
析
甘
細
冊

の

水

分
(<=
骨

T>I.こ
L･'ほ
'
代

々
一
頭
川
内
に
し
て
牝
軸
性
は
肉
仙
的
に
刑
抑
し
柑

ざ
る

村
腫
な
る
ぺ
し
｡

雨
も
各
=州
軒
草

地
じ
て
水
分
令
ij
t
川
%
以
上
の
試
料
･jj
､
秘
め
て
孫
に
し
て
槻
ね

1
二
〆
乃
至

!
三
%
な
れ
ば
'
･1…
邪
に
封
す

る

彩
将
は
比
較
的
恥
少
な
る
も
山
と
推
出
せ
ら
る

1
な
り
｡
上
述

､ノ

.′

′ヽ
.

I_

八U

･･･-

の

槻
係
は
H

近
藤
代
び
中
将
代
e

押
付
氏

(
等
級
別
水
分

の
州
闘
係
数
は

γ=
十
つ
.2
4

什
O
.こ

な

ノヽ0

-
と

云
ふ)

の
研
究
と

一
致
せ
-
.
叉
抑
-
の
如
-
水
分
舎
熊
の
婚
近
せ
る
師
因
は

O1

中
将
氏
は

閥
料
小
歩

の
包
盤
運
搬
の
途
小
t
.Li

,に
水
分

の
農
牧
或
は
吸
収
に
よ
-
て
､
相
殺
的
に
平
均
せ
る

小
繋の
屈
位
P
,鮎
と
品
原
と

の
悶
係

に
戚
て

(
祈

叩
Ⅶ
)

二
五
七



小
野
の
梼
宜
等
舷
と
品
質
と
の
関
係
に
就
て

(
恥
l
屯
)

二
束
八

新
訳
な
ら
む
と
せ
る
も
.
果
し
て
然
る
か
'
或
は
検
祈
常
帖
欧
に
水
分
合
日.加
に
差
称7
な
か
り
し
も
の
か
､
此
鮎
明
瞭
な
ら
す
｡

聾
す
る
に
現
行
検
査
に
て
は
'斯
か
る
微
細
な
る
水
介
令
虫
の
差
に
旅
鮎
を
匙
か
ざ
る
様
児
糾
せ
ら
る
1

-9
.
等
観
梅
美
山
決
定
に
は
'

州
営
影
轡
あ
る
を
以
て
､
今
後
考
船
の
倣
地
あ
る
も
の
と
云
ひ
得
べ
L
o

椋 虎 等 駁 別 比 較 指 数 犠飛等倍5f缶捌

一 等 l二 等 三 等 四等1ヨE韻(封-1釦)製粉16-車 07.839iE:02h'{
(

二

)

検
非
称
観
と
蚊
も
柑
係
沫
き
物
哩
的
性
餌
は
'
千
粒
溝
に
し
て
'容
税
珊
'
比
視
は
梢
劣
れ
-
｡
然
れ
北
ハ右

三
功
は
何
れ
も
.
粒
の
充
仕
度

を
測
る
+(
き
八
鹿
と
し
て
'
勅
似
的
部
功
な
れ
ば
'
小
歩
の
物
理
性
と
挽
那
智

ーヽノ1

級
と
は
舛
接
な
る
紺
係
あ
-
と
云
ふ
も
英
文
な
L
c
椅

oJ

津
村
氏
に
依
れ
ば
･
酎
布
･;
止

T
-

十
つ
.6
t
j=0
･0
7

封
比
丑

γ-

十
O･
O
l
什

0
･
L
L
に
し
て
'
此
#
.は
相
闘
性
を
認
め
ず
O

毅
す
る
に
以
上
の
剛
係
は
'
現
わ
綾

瀬
に
於
て
わ
ふ
肉
脱
的
親
祭
の
判
･:人
が
'
杵
の
物
班
的
性
印

へ水
石
'
大

小
'
光
襟
度
)
と
極
め
て
良
-

山
致
す
る
を
立
符
す
る
も
の
な
･1
0

第

二

項

槍
帝
等
放
封
製
粉
等
級

蛤
布
等
奴
射
出
粉
等
観
(盤
粉
少
食
肋
位
)
の
醐
係
は
'
上
衣
の
如
し
｡

本
･TgJt=牌
に
伐
れ
ば
､
同

一
晶
柏
,門
に
於
け
る
槍
姉
等
紗
と
型
粉
雅
級
は
密
ほ
た
る
捌
係
あ
-
て
､
上
位
等
政
和
製

粉
歩
合
高
-
製
粉
偶
仙
i<(
な
-
.
黙
れ
北
:稚
拙
帆
の
芙
呼
は

1
､

二
等
附
は
約
〇
･九
%
二
､

三
等
問
は
約

7
%

に
し
て
'
<t:･-.松
山
の
舶
者
は
粕
接
近
せ
る
な
-
C
但
し
三
'
四
等
別
の
苑

は
一
･五
露
乃
至
二
･〇
〆

に
し
て
欄
常

F
J
0

懸
帽
あ
る
を
以
て
･
川
管

仰
山製
糊
旧
情
は
可
成
小
な
る
も
の
と
判
止
せ
ら
る
-

氏
-
O
仰
e
l/小

柁
氏

(削
和
則



ノヽ1

些

)<
即
)
の
場
合
蛙
'
各

年
敵
糊
の
養
狭
小
な
る
の
み
な
ら
す

'
等
級
糊
の
利
姓
を
認
め
ず
c
Gq-

料村
民

(
馴
it
.新
教
三
六
g
?.
敏
粉
叫7

穀
は
'
工
場
格
付
竿
敏
に
て
怒
洲
伯
に
あ
ら
ず
)

の
場
合
は
祐
作
$l.t
細
封
製
粉
S.t
級
の
卿
雌
伏
敏
は

､
γ
=
+
O
･5
)什
つ･0
･q
に
し
て
'
神
棚

秤
比
は
小
竹･:な
-
O

第

三

項

製
粉
等
駿
封
物
理
的
性
質

製
粉
竹寸級
(製
粉
か
A
n
順
位
)引
物
矧
的
丹
頂
の
槻
係
は
攻
尖
の
如
L
o

唯
的
拙
北
に
伐
れ
ば
'
同

1
品
坪
内
に
於
て
は
､
製
粉
少
食
と
粒

の物
理
的
性
=･j
の
間
に
'
申
町
鉱
山
上

山
恥
き
利
伸
性
か
-

て
､
杓
if

ノヽ

~朽 可 讐謂 鵠 糊 付･

I,i-iB;1 弔 11-+0.801士0.027

苛 L T-+0･662士0･042

i..1

兼
併i
止
を
上
仙
ttS敏
は
盤
粉
付t
仙
人
な
り
.
之
を
程
水
の
+
邦
文
献
に
見
る
に
,
.J
埼
J

は
小

説

胞
叫
の
成

ノヽ

約
に
伐
か
ば
､

l
升
C
i.と

製耕
少

食
は
,
大
冊
正
比
例
ナ
と
云
ひ
,

t.-:-
抑
止
は
'
瓜
柾
を
炎
に
せ
る
小
繋

州

立

鮎

に

就

き

訓
斬
せ
る
拙
北
､
製
粉

少
AU到
千
柿
.i
;
3柵
臓
係
敬

T
-
+0
6
5rq
j=()･053
な
る
も
､
封
比

e?

爪
朴
刷
係
数
は

TI

+
0
･･3
〓
什
0
,｡
9
1
な
-
と
云
ふ
C
叉
外
用

の桝
を
比
る
に

o
l

l
･)
a
iley
比
に
仕
れ
ば
･
川

＼ノI
j

]

1
=州
柾
pl
に
て
は
'
粗
大
.
比
丘
if
な
る
も
ti3
･
概
し
て
製
粉
少
(=
i=糾
し
と
云
ひ
,
?J
N

eum
an
代
も
亦
･

他
の
形
1円
岡

l
な
ら
ば
､
千
抑
爪
､
容
机
爪
山
大
な
る
も
の
､
製
粉
沙
(
=
大
な
り
と
云
ふ
O

抑
火
製
粉
少

介

を

文
配
す
+(
き
ぜ

糸
は
'
柿

の

i

f小
'
鮮
飢
爪
'
千

位
巾
､
比
･S
の

物
哩
的
代
打
の
叶
に

J,_IL.

剛
壁

猷
好

む

好さNJ
K
n
y

a

g
u
ic
h
e
v

代
に
休
れ
は
'
柑
停
刊
肺
の
探
さ
の
比
も
槻
輿
す
べ
-
･
他
方
搾
山

崎
代
の
云
ふ猷

潜
p-1
潜
の

政

eT

cT

耶
澱
粉
少
食
'
或
は
柾
雑

一
般
に
榊

へ
ら
る
ム

衣
分
,
繊
維
北
ハ他
n
.

ペ

ン

小
繋
の
緑
売
平
段
と
Emn
と
の
田
螺
に
(凡
て
(

恥

一S
;
)

ザ
ン

0

澱

粉
の
如
き
化
E
:l的
成
分
も
亦
､
和
代
淡
さ
脚
係
を
小

二
耶
九



小
繋
の
B
.作

辱
擬
と風
だ

と
t,
即
係
に
凡
て

L.払
1t
.2
.)･

二
八
r
J

す
も
の
と
抑
足
し
得
ら
る
1
も
の
に
し
て
'
特
に
典
品
位
脚
の
盤
粉
歩
合
封
形
質
の
間
頓
は
'
佃
今
後
の
研
究
に
快
た
ぎ
る
べ
か
ら
す
C

檎 ft等 級 別 比 較 桁 QI.I lli Tji 検挙等縦封伊州IL'fi'頑健の桐細係軌(hT7=80)
- 琴 J= 等 亘 可 r,Ll 等

10CL0 97.9 98.4 1α).1 頚 lヨ 円 Y Ⅰ一.甘.+0.119iO.074

100.098.5 104.1 log.5 脂 肪 -0.114土0.074

100.0 ll::三 t 99….,80 105,3 灰 分 +0,10q±0.075100,0 1CX).3 繊 縦 -0.030iO.075

100.0 101.1 102.4100.qt 98.8 lob.4 加5}披 維 合il上 -0.181土0.065100,0 99.5 炭 水 化 物 +0.270士0.070

第

四

項

峻
嶺
等
親
封
化
琴
的
成
分

前
述
の
如
-
'
小
繋
の
化
啓

的
成
分
は
､
環
娘
に
文

配
せ
ら
る
1
成
大
に
し
て
'
叩

に
肉
眼
的
触
紫
乃
至
は
物
岬
的
性
塔
の
み
を
以
て
肺
心1u
す
る
壮
困
難
な
-
｡
本
性
駿
に

於
て
は
､

7
光
づ
小
蜜
柑

山
化
蜂
的
成
分
の
=:=L的
槻
係
に
止
め
た
る
,g
t
本
雑
小
番
の

品
質
は
餌
的
捌
係
'
特
に
器
白
質
及
び
澱
粉
の
野
山
彫
轡
極
め
て
大
な
る
が
故
に
､
姉

か
る
方
向
の
検
潮
は
'
苅
二
報
以
後
に
於
て
進
行
せ
ん
と
す
る
竣
延
な
=1
C

粉
瀬
等
約
封
化
梯
成
分
の
脚
休
は
､
J
の
如
L
o

上
衣
を
見
る
に
'
物
.班
的
性
節
に
於
て
は
'
祭
細
別
比
較
指
数
の
結
児
と
相
槻
係
数

の
綜
児
と
は
'
秘
め
て
艮
-

1
致
せ
る
に
係
ら
ず
'
化
餅
的
性
質
に
於
て
は
'
黙
ら
ざ

る
堵
(
L.も
あ
=1
0
又
全
般
的
に
'
制
関
係
数
は
'
極
め
て
低
き
な
り
.
共
の
理
巾
と
し

て
､
考
へ
ら
る
1
鮒
は
攻
の
如
し
.

(
-
)

武
村
は
､
応
化
肥
棺
を

興
に
せ
る
を
い
て
北
.'の
化
塔
的
成
分
が
'

環

境

G
l
ル

S.
:を
多
分

に
誹
れ

る
こ
と
､

(2
)

従
っ
て
化
塔
成
分
に
企
て
は
､
等
級
糊
に
放
け
る
食
滞
が
'
和
,(==
に
堀
近
せ



る
こ
と
'

換
言

せ
ば
歪

;
的
に
枯
和
で
縦
と
わ
胤
に
榔
仲
仕
の
乏
し
き
に
虹
囚
す
る
こ
JJ
な
-
O
又
.
他
方
に
於
で
穐
S
+甘
範
胎
位
劉
性
測
佃
脱

化
に
他
ち
#t
槻
係
数
の

呼
出
の鵜
礎
に
溌
て
'
攻
の
如
き
鉄
肺
あ
る
に
非
乙
か
と
考

へ
ら
る

-
な
-
C

(
りこ

柵
㈱
仰
形
の
作
興

に
常
-
て
'
壁
数
を

作
か
川
附
紐
に

(
一
竹
7乃
東
川
等
叉
は

一
位
乃
室
川
位
)
附
i:止
せ
る

)̂
と
の
可
丘
｡

(
ヰ
)

礎
敵
側
の
詰
む

l
即
宛
と
な
し
た
る
こ
と
の
可
否
O

(
L･1
)

敬
川
情
の
淀
の
小
な
る
槻
合

も
､
大
な
る
均
q
E
も
'

1
租
に
1
鮎
宛
の
差
に
収
敗

へ
乙
,U
と
の
可
否
C

恢
り
て
｣-1
馳
々

係
よ
-
巧
･朋
ず

る
を
憎

く
川
き
て
､
揖
ら
t.1･級
別
此
取
締
駅
よ
り

一
般
仰
向
を
々
･3
.3せ
ば
､
攻
の
如
し
｡

二)
拍
qr
等
約

7,.Tl･L
.位
な
る
印
､
令

≠

=

多
き化
堅
13
分
は
'
代
目
竹
'八%J水

化
物
に
し
て
'
上
位
S'7
純
は
T
化
竿
穀
に
比
し
､
.i;
雌
乳
の

野

郎

た
る

べ
き
匙
郡
の
成
分
に
告
み
'

T<;

琳

寵

･li
i

L

'

晶
賢
父
良
好
な
る
竪
不
す
も
の
な
り

O

又
粘
水
化
拘
引
菟
n
坪

の
比
は
'

上
伸
i
L7

初
に
小
に
し
て
下
位
竹i純
に
i<)
な
あ
仰
向
あ
る
は
'
前
述
の
如
-
;i
他

の桔
小
小
変
は
.準
E
.=L･J
の
形
成
不
十
分
な
る
に
阿
る
な
ら
む
O

(

二)

桧
水
仰7線
山
上
は
な
る
利
'
令
仰
山
少
き
化
岬
域
分
は
､
友
分

(棉
不
明
瞭
)
､
胸
肋
'

紬
緋
'次
分
･
繊
維
(
日射
な

-
O

衣
分
､

繊
鮒
は
小
鼻
山
皮
邦
に
多
-
合
ま
ろ
1
榔
旅
上
､
粒
の
光
lt
:比
=小
艮
な
る
下
位
の
小
野
は
'
斑
邦
の
肱
乳
部
に
判
す
る
制
令
i

(
な
る
が
故

な
る
べ
L
o
叉

胴
肋
の
腔
の

主
機
竹
1こ

し
て
'
先

付

.+

艮

た

る

小
替

粒

の
虹
は

.

(L'粒
に
比
し
て
北
ハ
の
比
率
の
if
な
る
市
松
も

1
凶
な
ら

】-

む
｡
碓
和
の
文

献
を
札
る
に

･
cJ
申

雅
代
は
､

三
晶
純
の
小
谷
に
就
き
て
穴
､
小
､
小
粒
の
化
熟
慮
分
を
比
掩
し
､
+/
'
小
鞘
に
澱
粉
多

-
'
粗
郁
少
な
-
.
且
つ

数
日
門
も
仕
か
に
多
非
に
し
て
'
衣
分
は
小
粒
に
大
な
-
と
云
ひ
'
常
新
の
分
析
酢
火
と
仝
-

T
致
せ
-
.

之
を
妙
す
る
に
化
単
的
成
分
も
亦
､
抑
穴
1;･l州
純
即
ち
砕
那
竹7
級
の
上
付
な
る
締
'
陵
比
な
る
べ
き
を
推
･:i)JL
柑
れ
共
'
刑
脚
性
稚
苗
な

け
串
S
iL.;許
F
a
.と
畠

t
I㌧
F
碍
｢
克

て
(

,a.
I
.己

ご
つい
l



小
零
の
掠

顎

等

継
と
品
乃
と
れ
間
伐
に
東
で
宗

一
撃

れ
ば

一翻
今
後
の
研
究
に
伐
つ
鹿
多
か
ら
む
と
思
料
す
る
な
り
｡

凝

五

項

製
粉
等
級
封
化
学
成
分

蛸 項 蜘粉等舶封Iht測地簡位の相閥係敬(2g-80)
頚 tLl 出 1.-+0.079±0.075
脂 qJj7--0.026土0一075
次 分 1.-+0-112土OtO74

繊 椛 ･:--+0.099士OLO75

灰 分､姐 縦 令 L-Li 7--0.111土0.074

炭 水 化 物 1,-+0.290士0.069

A
J粉
雅
奴

(製
粉
少
]
;
肋
位
)
と
化
阜
成
分
と

の闘
俵
は
'
上

衣
の
如
し
｡

射
ち
相
牌
係
数
の
他
は
.
何
れ
も
低
く

軸
者
の
榊
に
碓
然
た

る
相
榊
性
を
認
め
伽
き
も
'
前
哨
に
述
べ
た
る
如
き
脚
係
伽
ち
､

内
容
の
充
性
頒
if
な
る
盟
凶
粒
は
､
庄
部
和
-
､
衣
分
､
繊
維
の

如
き
成
分
少
碇
に
し
て
.
炭
水
化
物
大
な
れ
ば
'
自
ら
粟
粉
を
容

払
な
ら
し
め
'
娘
粉
n
."i
;

の
多
き
を
推
定
し
得
る
が
故
に
､
製
粉
妙

合
と
化
畢
成
分
と
の
問
に
祁
=.I=Z
の
槻
榊
を
認
識
し
得
ら
る
な
-
Q

弟

六

項

検
碑
等
扱
封

ト
ロ
ニ
ツ
ケ
諦
債

掩
和
特
級
封
ト
リ

ニ

ツ
ケ
井
粥
と
の
紬
係
は
.
下

の如
L
o

疑 点 等 鮎 別 比 瞭 獅救 鳥 項 櫛丘等徹勤王U粥Tiifl"FF7杜の樹闘係a(LT-BO)
一 軍t二等巨 等四等1

抑
々
-L
P
三
ツ
ケ
汁
机
の
本
邦
小
賓
に
封
す
る
過
令
性
の
有
如
けl
'
軌
nl=J
の
検
定

‥

ハ
ン
性

良
香
の試
験
を
行
ひ
て
筏
､
淡
止
す
べ
き
は

勿
論
な
11
0
黙
れ
光
'
右
許
旧
を
本
仕
儀
に
適
用
せ
る
瓶
兜
に
依
れ
ば
'
軸
者
の
欄
鵬
程
虻
は
'
緊
密
に
し
て
多
分
の
侶
械
廿
を

和
し
'
上



位
S.)親
授
ト
ロ
ニ
ツ
ケ
謹

憤
砧
-
､
品
質
良
好
な
る
を
こ不
す
な
り
O

捕

辛

二

)

本
邦
主
盟
九
代
虫
地
方
の
槍
茶
所
よ
-
柑
た
る
小
沓
松
準
等
政
調
八

〇
瓢に
就
き
て
'
槍
祁
等
級
(或
は
継
粉
等
級
=

製
粉
歩
食
順

位
)
封

外
敵
的
性
状
'
物
増
的
性
質
､
化
隼
的
性
質
'
ト
Fl
l一
ツ
ケ
評
例
'
並
に
検
非
等
放
射
製
粉
等
級

(熱
粉
歩
合
順
位
)
の
脚
係
を

鋼

衣

せ

-

｡

二
))

胴
舶

方
法
は
'

一博
の

嘩
洲
机
を

一
つ
r3
と
す
る
各
甥
の
指
数
の
平
均
に
て
比
較
す
る

(
耳
細
別
比
較
精
政
蛙
)
方
法
'
光
に
桧
裾

等
劫
噛
位

(或
は
魁
柵
で̀
紬

=

果
樹
少
八
日
順
化
)

釘
推
測
肌
順
化
の
抑
闇
.十･k
に
て
比
蛇
す
る

(
順
化
仰
開
法

)
ム
班
の

購

符

に

依
れリ
｡

(
ニ
')

柏
輔
甘
輩

叶
硯
的
仲
状
は
t
i
｡
ん

ど

例

外

な

-

上
位
≠

純
粋
､
概
評
､
埠
香
庇
'
叛
i

/
小
､
何
れ
も
良
好
な
.1
g

(
川
)

給
水
$7
親
封
物
牡
的
作
用
に
澱

て
･1i
'

叫7
細

別
比
畔
指
故
汝
に
依
る
紬
張
と
順
化
相
雌
雄
に
伐
る
練
収
と
は
'
全
-

7
致
せ
-
O

上
位
甘
地
の
水
分
台
北
は
'
下
位
tT
細
に
此
し
､
必
ず
し
も
拡
少
な
ら
す
し
て
'
加
背
の
柵
剛
性
を
認
め
ぎ
-
き
｡
佃
し
懲
勉
仰
の
水
分

の
芸
は

7
〆
以
内
に
し
て
'
肉
脱
的
に
認
放
し
紺
ざ
る
程
度
な
-
C
千
位
塵
'
容
積
盈
'
比
爪
は
'
何
れ
も
'
上
位
等
級
砕
米
な
-
｡

封

千
位
萌
は
'
神
棚
稗
必
出
も
i;=f
L
.
(相
㈱
係
数

T
-
十0･919什
0･0
)
2
)

判
容
班

蕊
'
那
比
雅
之
に
次
ぎ
何
れ
も
､

相
常

?
･満
き
相
E
･性

を
有
す
る
な
-
C
之
を
嬰
す
る
に
'
水
分
を
除
き
て
等
級
上
位
程

'
粒
の
物
牲
性
優
良
な
る
紡
糸
を
得
し
な
-
O

(
五
)

検
非
等
紙
製
駁
粉
等
観
は
､
相
関
係
数

(T
-
+
0･8･.39i=0･022)
に
し
て
'
両
者
は
棚
::==密
接
な
る
紺
櫛
を
有
す
る
な
-
O

(

刀

)

製
粉
等
級
封
物
理
的
性
館
の
相
紺
程
度
は
'
棚
骨
川筋
-
中
耳
鹿
以
上
な
-
0

小
賓
の
検
虎
等
微
と
晶
出
と
の

閉
係
に
庶
て

(
節

f粕
)

二
六
三



･a
華
の

槙

交

野
轍
と
羅
門
と
の
樹
喋
に
就
て

へ
野

Ⅶ

孤
)

二
六
跡

(
七
)

桧
爺
等
縦
馴
化
単
的
佐
野
に
於
て
は
､
鞍
細
別
此
柁
指
敏
捷
に
依
-
て
判
断
す
る
に
'
検
邪
等
敏

の上
位
な
る
程
'
化
解
成
分
の
合

日加

の
大
な
る
仰
向
あ
る
は
'
東
口
質
､
淡
水
化
物
に
し
て
､
小
な
る
傾
向
あ
る
は
.
陪
肪
､
衣
分
(椛
不
明
際
)
､
粗
維
'
衣
分
繊
緋
今

丑

な

-
｡
叉
淡
水
化
物
封
茸

tT
即

山
比
は
､
柏
祁
鞍
親
上
代
な
る
群
'
快
く

豊
山
光
.Lii
粒
符
'
雄
･E
質
の
諮
･B
が
澱
粉
の
寄
郡
に
優
る
を

示
せ
る
な
-
O
順
位
祁
㈱
法
に
伐
る
に
'
翰
裾
等
勅
勘
化
革
的
性
飲

む紛ー
係
は
､
秘
め
て
柁
恥
に
し
て
相
剛
性
を
認
め
ず
｡

之
を
斐
す
る
に
'
槍
禿
等
級
の
上
位
な
る
程
､
化
尉
性
も
良
好
な
る
傾
向
を
認
め
得
た
る
も
'
粕

蜘
群
鹿
は
明
瞭
な
ら
す
｡

(
八
)

教
粉
i.1
級
封
化
邸
的
性
伸
=
む
州
側
鍵
盤
は
､
極
め
て
稀
紬
に
し
て
､
両
者
の
抑
係
は
明
瞭
な
ら
す
C

(
九
)

検
祁
許
観
と
ト
ロ
ニ
ツ
ケ
許
肌

(kg･
h1
LrJ..1
斧
5JTH
i
十
箆
コ
J.eFi.a/i
)

と

の
剛
俵
は
､
柵
閥
係
数

γ

-

十
0
･rq
12
j=0
･Olt6
に
し
て
..榊

者
は
横
様
な
る
順
脚
を
有
し
､
品
仏
判
定

の
1
八
比
と
な
し
得
べ
L
o

杏
.i
i飴
は
虻
藤
研
ぷ
御
指
導
の
T
に
H
へ
-
o
誹
み
て
感
謝
の
昔
を
鼓
す
｡
叉
､
製

粉

野
心
抱
に
帆
L
t
多
大
山
花
仙
を
列
へ
ら

れ
し
川

山
煤
出
恥
#
=勝
機
竹
上
托
仙
及
小
池
技
手
に
劃
し
感
謝
の
怨
を
奴
す
る
攻
苅
な
-
a

文

(

1
)-
(
6
)
定
席
孤
太
舶

寂
蜘
謂
盃

(
7
)

山
怖

守

:j

小
輩
粗

の
性
田

と
製
粉
妙
合
し)
の
偶
傭
=

3
蛸試
験
放
出
軸

部
.
.)唱

弘
一.)蚊

二
一

九
-
山川
0
(
昭
利
八
年
)

(

8
)

比
林
省
腹

部

試
騒
鮎
抑
虫
問
駆
馳

小
輩
g
f掛
駅
騒
其
の
他

戯暇
濫
作
の
統

一
に
腿
す
る
打
合
苛
料

(
昭
和

二

年
)

(9
J
(10
)

虹
億

金
助

小

策

･=

(3
剛
性
と
頚

‖
門

田
苓
及
周
戟

T:it九
笹
節

一
世

ニ

ー

二
二

(
昭
利
九
年
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